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中学校の校則見直しに
ついて

校則検討委員会等で議論を
進める

問

答

質 

小
中
学
校
の
通
学
路
の

安
全
点
検
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

芳
野
学
校
教
育
課
長 

年

に
一
回
、
推
進
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
優

先
順
位
を
決
め
、
危
険
性

箇
所
の
高
い
順
に
対
策
を

検
討
し
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

質 

小
中
学
校
に
お
け
る

『
置
き
勉
』
に
対
す
る
考

え
方
は
。

学
校
教
育
課
長
　
教
科
書

や
他
教
材
等
の
う
ち
、
何

を
持

ち
帰

ら
せ
る
の
か
、

何
を
学
校
に
置
く
こ
と
に

す
る
か
に
つ
い
て
、
検
討

す
る
よ
う
に
各
学
校
に
指

示
し
て
い
る
。

質
　
各
中
学
校
の
自
転
車

通
学
の
基
準
は
。

学
校
教
育
課
長
　
稲
築
・

嘉
穂
中
学
校
は
距
離
制
限

な
し
で
許
可
し
て
い
る
。
山

田
中
学
校
は
令
和
５
年
よ

り
距
離
制
限
な
し
（
部
活

動
生
徒
は
１
㎞
以
上
）
。
碓

井
・
稲
築
東
中
は
、
校
区
が

比
較
的
狭
い
と
い
う
理
由

で
認
め
て
い
な
い
。

質
　
碓
井
・
稲
築
東
中
校
区

で
一
番
遠
い
箇
所
で
何
㎞

あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
下
臼
井

地
区
が
約
３
㎞
で
徒
歩
４０

分
。
稲
築
東
中
は
、
白
門

地
区
が
約
３
㎞
で
徒
歩
約

４０
分
程
度
だ
。

質
　
生
徒
・
保
護
者
・
学
校

関
係
者
と
自
転
車
通
学
許

可
の
た
め
の
会
議
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

木
本
教
育
長
　
各
学
校
と

連
携
し
自
転
車
通
学
に
つ

い
て
、
必
要
な
見
直
し
を
図

っ
て
い
く
。

質
　
中
学
校
の
校
則
に
お

け
る『
合
理
的
説
明
が
で
き

な
い
校
則
』
と
は
。

学
校
教
育
課
長
　
そ
の
決

ま
り
が
な
ぜ
作
ら
れ
た
の

か
、
生
徒
が
そ
の
意
義
を

十
分
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
生
徒
の
人
権
を
侵

害
し
た
り
す
る
も
の
だ
。

質
　
中
学
校
の
頭
髪
規
則

の
中
で
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
や

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
と
言
っ
た
髪

型
は
な
ぜ
禁
止
さ
れ
て
い

る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
現
状
５

中
学
校
で
禁
止
し
て
い
る
。

今
現
在
は
、
具
体
的
見
直

し
等
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
校
則
検
討
委
員
会

等
を
設
け
、
生
徒
・
保
護

者
・
学
校
関
係
者
と
議
論

を
進
め
て
い
く
。

質
　
２
０
２
１
年
12
月
議
会

で
子
ど
も
基
本
条
例
の
原

案
が
提
出
さ
れ
、
22
年
12

月
議
会
に
委
員
会
修
正
案

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
審

議
し
た
が
、
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
た
。
主
な
原
因

は
、
①
条
例
を
検
証
す
る

第
三
者
機
関
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
②
侵
害
さ

れ
た
子
ど
も
達
を
救
済
す

る
第
三
者
機
関
が
設
け
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

予
算
執
行
は
、
執
行
機
関

に
属
し
、
予
算
を
伴
う
第

三
者
機
関
設
置
は
で
き
な

か
っ
た
の
が
理
由
だ
。
し
か

し
、
今
ほ
ど
子
ど
も
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
時

代
は
な
い
。
子
ど
も
は
国

の
宝
で
あ
り
、
子
ど
も
を

国
民
全
体
で
健
全
に
育
て

て
い
く
た
め
、
多
く
の
自

治
体
で
は
子
ど
も
の
権
利

条
約
に
則
し
た
子
ど
も
基

本
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

昨

年

12
月

議

会
で
否

決

さ
れ
た
が
、
子
ど
も
基
本

条
例
を
制
定
す
べ
き
こ
と

は
全
議
員
の
共
通
認
識
で

あ
る
。
こ
の
基
本
条
例
を

制
定
す
る
気
は
あ
る
か
。

赤
間
市
長
　
提
案
す
る
意

志
は
な
い
。

工
事
手
順
に
関
す
る
件

質
　
漆
生
東
交
差
点
付
近

の
工
事
現
場
で
、
重
機
が

市
道
を
塞
ぎ
工
事
を
し
て

い
た
。
誘
導
す
る
ガ
ー
ド
マ

ン
や
工
事
中
で
あ
る
案
内

板
あ
る
い
は
迂
回
路
を
示

す
表
示
が
な
く
、
こ
の
道

路
を
使
用
す
る
人
は
や
む

な
く
引
き
返
し
て
い
た
。
こ

の
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

井
桁
土
木
課
長
　
工
事
の

際
、
市
道
を
使
用
す
る
場
合

は
、
警
察
署
の
許
可
を
受
け
、

所
定
の
位
置
に
工
事
中
を

示
す
表
示
、
あ
る
い
は
誘
導

す
る
人
を
配
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
　
今
後
ど
う
す
る
。

課
長
　
適
切
に
指
導
す
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

質
　
市
を
宣
伝
す
る
た
め
、

鎌
田
ヶ
原
悲
恋
物
語
や
正

人
ど
ん
の
一
鍬
堀
り
物
語

な
ど
の
民
話
を
使
っ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
製
作

し
た
ら
ど
う
か
。

末
永
生
涯
学
習
課
長
　
市

を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
は

あ
る
。
取
り
組
み
た
い
が

予
算
を
伴
う
た
め
、
検
討

し
た
い
。

いっぱん質問いっぱん質問

子ども基本条例制定は

提案する意志はない

問

答
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令和5年度 6会 計予算を可決令和5年度 6会 計予算を可決
※千円以下は切り捨て

一般会計

【歳出】
義務的経費（人件費など最低限必要な経費）

288億 2,808万円

147億 1,465万円 51.1％
投資的経費（事業費など投資する経費）

48億 5,098万円 16.8％
その他経費（施設の維持管理などの経費）

92億 6,244万円 32.1％

【歳入】
依存財源（他に頼った収入）

226億 6,284万円 78.6％
自主財源（本市独自の収入）

61億 6,523万円 21.4％

(前年度比 1億2,692万円減)

国民健康 保険特別会計 

49億 5,699万円
(前年度比 4,508万円減)

後期高齢者医療特別会計 

6億 9,317万円
(前年度比 2,983万円増)

水道事業会計 

10億 8,285万円
(前年度比 1億5,595万円減)

住宅新築資金等貸付事業特別会計

4,054万円
(前年度比 229万円減)

介護保険特別会計 

55億 1,853万円
(前年度比 2億7,826万円減)

商工費
3億6,917万

1%

商工費
3億6,917万

1%
その他

4億5,006万
2％

その他
4億5,006万

2％

農林水産業費
6億5,858万

2%

農林水産業費
6億5,858万

2%
消防費

11億2,848万
4%

消防費
11億2,848万

4%

土木費
12億6,726万

4%

土木費
12億6,726万

4%

衛生費
15億7,942万

5％

衛生費
15億7,942万

5％

総務費
29憶4,138万

10％

総務費
29憶4,138万

10％

公債費
28億1,175万

10%

公債費
28億1,175万

10%

地方交付税
100億3,910万

35％

地方交付税
100億3,910万

35％

繰入金
14億5,206万

5％

繰入金
14億5,206万

5％

その他
11億2,521万

4％

その他
11億2,521万

4％

市税
29億4,679万

10％

市税
29億4,679万

10％
自主財源
21.4％
自主財源
21.4％

依存財源
78.6％
依存財源
78.6％

その他
11億9,705万

4％

その他
11億9,705万

4％

市債
39億8,669万

14％

市債
39億8,669万

14％

国・県補助等
74億3,999万

26％

国・県補助等
74億3,999万

26％

負担金・手数料等
6億4,116万

2％

負担金・手数料等
6億4,116万

2％

教育費
55億7,647万

19％

教育費
55億7,647万

19％

民生費
118億5,928万

41%

民生費
118億5,928万

41%

議会費
1億8,617万

1%

議会費
1億8,617万

1%

歳出

歳入

2議会だより　かまし（68号）3 議会だより　かまし（68号）



令和5年度 6会 計予算を可決令和5年度 6会 計予算を可決
※千円以下は切り捨て

一般会計

【歳出】
義務的経費（人件費など最低限必要な経費）

288億 2,808万円

147億 1,465万円 51.1％
投資的経費（事業費など投資する経費）

48億 5,098万円 16.8％
その他経費（施設の維持管理などの経費）

92億 6,244万円 32.1％

【歳入】
依存財源（他に頼った収入）

226億 6,284万円 78.6％
自主財源（本市独自の収入）

61億 6,523万円 21.4％

(前年度比 1億2,692万円減)

国民健康 保険特別会計 

49億 5,699万円
(前年度比 4,508万円減)

後期高齢者医療特別会計 

6億 9,317万円
(前年度比 2,983万円増)

水道事業会計 

10億 8,285万円
(前年度比 1億5,595万円減)

住宅新築資金等貸付事業特別会計

4,054万円
(前年度比 229万円減)

介護保険特別会計 

55億 1,853万円
(前年度比 2億7,826万円減)

商工費
3億6,917万

1%

商工費
3億6,917万

1%
その他

4億5,006万
2％

その他
4億5,006万

2％

農林水産業費
6億5,858万

2%

農林水産業費
6億5,858万

2%
消防費

11億2,848万
4%

消防費
11億2,848万

4%

土木費
12億6,726万

4%

土木費
12億6,726万

4%

衛生費
15億7,942万

5％

衛生費
15億7,942万

5％

総務費
29憶4,138万

10％

総務費
29憶4,138万

10％

公債費
28億1,175万

10%

公債費
28億1,175万

10%

地方交付税
100億3,910万

35％

地方交付税
100億3,910万

35％

繰入金
14億5,206万

5％

繰入金
14億5,206万

5％

その他
11億2,521万

4％

その他
11億2,521万

4％

市税
29億4,679万

10％

市税
29億4,679万

10％
自主財源
21.4％
自主財源
21.4％

依存財源
78.6％
依存財源
78.6％

その他
11億9,705万

4％

その他
11億9,705万

4％

市債
39億8,669万

14％

市債
39億8,669万

14％

国・県補助等
74億3,999万

26％

国・県補助等
74億3,999万

26％

負担金・手数料等
6億4,116万

2％

負担金・手数料等
6億4,116万

2％

教育費
55億7,647万

19％

教育費
55億7,647万

19％

民生費
118億5,928万

41%

民生費
118億5,928万

41%

議会費
1億8,617万

1%

議会費
1億8,617万

1%

歳出

歳入

2議会だより　かまし（68号）3 議会だより　かまし（68号）



物
品
購
入
契
約
の
締
結

市
バ
ス
車
両
購
入

　　
こ
の
議
案
は
、
市
バ
ス

運
行
車
両
の
購
入
に
係
る

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に

関
す
る
議
案
で
、
九
州
日

野
自
動
車
株
式
会
社
筑
豊

支
店
を
相
手
方
と
し
て
、

日
野
ポ
ン
チ
ョ
２
台
を
、

契
約
金
額
４
千
７
８
３
万

２
０
０
円
。
契
約
期
間
を

本
契
約
の
議
決
の
日
か
ら

令
和
５
年
12
月
 28
日
と
定

め
、仮
契
約
締
結
し
た
た

め
、市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
、
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
市
バ
ス
購
入
に
係
る
事

業
の
概
要
と
し
て
、
車
い
す

対
応
車
両
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
を
市
内
循
環
線
に
導

入
す
る
も
の
で
、
車
両
購

入
に
係
る
財
源
を
地
域
公

共
交
通
確
保
維
持
改
善
事

業
補
助
金
、
公
有
民
営
方

式
車
両
購
入
費
国
庫
補
助

金
を
活
用
し
、
１
台
当
た

り
、
補
助
対
象
経
費
の
上

限
１
千
５
０
０
万
円
で
、

補
助
率
２
分
の
１
が
交
付

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　
市
バ
ス
幹
線
路
線
に
お

い
て
使
用
す
る
車
両
の
条

件
と
し
て
、
運
行
す
る
道

路
状
況
や
繁
忙
時
の
乗
車

密
度
等
を
踏
ま
え
、
現
行

運
行
す
る
車
両
と
同
程
度

の
国
庫
補
助
要
件
に
合
致

す
る
車
両
、
３
車
種
の
う

ち
、
電
気
自
動
車
で
あ
る

２
車
種
に
つ
い
て
は
、
航

続
距
離
に
不
安
が
あ
る
こ

と
や
別
途
充
電
設
備
等
設

置
に
経
費
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
状
で
の
導
入

は
難
し
い
と
考
え
、
エ
ン

ジ
ン
車
の
日
野
ポ
ン
チ
ョ

を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委員会審査結果報告
令和５年３月定例会中に開催された、
各常任委員会の審査・活動報告です。

●総務財政委員会
●民生文教委員会
●産業建設委員会

嘉麻市の常任委員会とは、下記３委員会のことです。

委員
廣方　悟

委員
中嶋　廣東

副委員長
石原　浩二

委員
中村　春夫

委員
廣瀬　公彦

委員長
田中　義幸

総務財政委員会

市
キ
ャ
ン
プ
村
の
指
定

管
理
者
の
指
定

　　
こ
の
議
案
は
、
市
キ
ャ

ン
プ
村（
古
処
山
キ
ャ
ン
プ

村
）
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
か
ま
ヒ
ュ
ッ
ゲ
共
同

事
業
体
を
指
定
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
指
定
管

理
の
期
間
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

で
、
令
和
５
年
度
に
つ
い

て
は
、
開
始
時
期
を
７
月

ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
、
再
公
募

を
行
っ
た
こ
と
で
、
業
者

選
考
が
３
か
月
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
た
め
、
開
始
時
期

に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
定
に
つ
い
て
は
、
12

月
の
再
公
募
で
３
者
か
ら

応
募
が
あ
り
、
今
年
１
月

に
公
の
施
設
指
定
管
理
者

審
査
委
員
会
が
審
査
を
行

い
、
候
補
者
と
し
て
選
定

し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
よ
り
、
行
政
不
服

審
査
法
に
基
づ
き
、
審
査

請
求
が
出
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
争
点
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
結
果
次

第
で
は
、
議
案
に
影
響
す

る
も
の
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
提
出
議
案
に
結
論
を

出
す
こ
と
は
難
し
く
慎
重

に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
審
査
を
継
続
す
る
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
な

り
３
月
末
ま
で
に
結
論
が

出
な
か
っ
た
場
合
、
４
月

以
降
の
運
営
は
ど
う
な
る

の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

今
の
指
定
管
理
者
と
の
契

約
期
間
は
３
月
末
で
切
れ

る
た
め
、
自
動
的
に
４
月

１
日
か
ら
は
市
の
直
営
に

な
る
。
市
と
し
て
は
、
速

や
か
に
次
の
指
定
管
理
者

に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
す
ぐ
に
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
管
理
し
て
い

き
た
い
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会

一
致
で
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

産業建設委員会

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　
こ
の
議
案
は
、
令
和
５

年
２
月
１
日
に
公
布
さ
れ

た
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
の
見
直
し
に
関
す
る

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
等
の
支
給
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
に
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
、
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
の
額
を
40
万
８

千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛

金
を
含
む
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
総
額
に
つ
い
て

は
、
42
万
円
か
ら
50
万
円

と
な
る
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
金
額
的
に

は
８
万
円
増
の
改
正
で
あ

る
が
、
飯
塚
医
療
圏
域
内

に
お
け
る
平
均
的
な
出
産

費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
と

の
質
問
に
対
し
、
普
通
分

娩
の
場
合
、
平
均
的
な
出

産
費
用
は
47
万
円
程
度
で

あ
る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

民生文教委員会
委員
中嶋　時夫

委員長
出水　貴之

委員
藤　伸一

委員
畠中　博文

委員長
北冨　敬三

副委員長
田上　孝樹

副委員長
豊田　一元

委員
坂口　政義

委員
吉永　雪男

車いす対応バス購入審査請求で継続審査に

出産一時金8万円増額

委員
岩永　利勝

▲日野ポンチョ（日野自動車公式ホームページより引用）
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物
品
購
入
契
約
の
締
結

市
バ
ス
車
両
購
入

　　
こ
の
議
案
は
、
市
バ
ス

運
行
車
両
の
購
入
に
係
る

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に

関
す
る
議
案
で
、
九
州
日

野
自
動
車
株
式
会
社
筑
豊

支
店
を
相
手
方
と
し
て
、

日
野
ポ
ン
チ
ョ
２
台
を
、

契
約
金
額
４
千
７
８
３
万

２
０
０
円
。
契
約
期
間
を

本
契
約
の
議
決
の
日
か
ら

令
和
５
年
12
月
 28
日
と
定

め
、仮
契
約
締
結
し
た
た

め
、市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
、
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
市
バ
ス
購
入
に
係
る
事

業
の
概
要
と
し
て
、
車
い
す

対
応
車
両
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
を
市
内
循
環
線
に
導

入
す
る
も
の
で
、
車
両
購

入
に
係
る
財
源
を
地
域
公

共
交
通
確
保
維
持
改
善
事

業
補
助
金
、
公
有
民
営
方

式
車
両
購
入
費
国
庫
補
助

金
を
活
用
し
、
１
台
当
た

り
、
補
助
対
象
経
費
の
上

限
１
千
５
０
０
万
円
で
、

補
助
率
２
分
の
１
が
交
付

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　
市
バ
ス
幹
線
路
線
に
お

い
て
使
用
す
る
車
両
の
条

件
と
し
て
、
運
行
す
る
道

路
状
況
や
繁
忙
時
の
乗
車

密
度
等
を
踏
ま
え
、
現
行

運
行
す
る
車
両
と
同
程
度

の
国
庫
補
助
要
件
に
合
致

す
る
車
両
、
３
車
種
の
う

ち
、
電
気
自
動
車
で
あ
る

２
車
種
に
つ
い
て
は
、
航

続
距
離
に
不
安
が
あ
る
こ

と
や
別
途
充
電
設
備
等
設

置
に
経
費
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
状
で
の
導
入

は
難
し
い
と
考
え
、
エ
ン

ジ
ン
車
の
日
野
ポ
ン
チ
ョ

を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委員会審査結果報告
令和５年３月定例会中に開催された、
各常任委員会の審査・活動報告です。

●総務財政委員会
●民生文教委員会
●産業建設委員会

嘉麻市の常任委員会とは、下記３委員会のことです。

委員
廣方　悟

委員
中嶋　廣東

副委員長
石原　浩二

委員
中村　春夫

委員
廣瀬　公彦

委員長
田中　義幸

総務財政委員会

市
キ
ャ
ン
プ
村
の
指
定

管
理
者
の
指
定

　　
こ
の
議
案
は
、
市
キ
ャ

ン
プ
村（
古
処
山
キ
ャ
ン
プ

村
）
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
か
ま
ヒ
ュ
ッ
ゲ
共
同

事
業
体
を
指
定
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
指
定
管

理
の
期
間
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

で
、
令
和
５
年
度
に
つ
い

て
は
、
開
始
時
期
を
７
月

ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
、
再
公
募

を
行
っ
た
こ
と
で
、
業
者

選
考
が
３
か
月
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
た
め
、
開
始
時
期

に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
定
に
つ
い
て
は
、
12

月
の
再
公
募
で
３
者
か
ら

応
募
が
あ
り
、
今
年
１
月

に
公
の
施
設
指
定
管
理
者

審
査
委
員
会
が
審
査
を
行

い
、
候
補
者
と
し
て
選
定

し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
よ
り
、
行
政
不
服

審
査
法
に
基
づ
き
、
審
査

請
求
が
出
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
争
点
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
結
果
次

第
で
は
、
議
案
に
影
響
す

る
も
の
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
提
出
議
案
に
結
論
を

出
す
こ
と
は
難
し
く
慎
重

に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
審
査
を
継
続
す
る
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
な

り
３
月
末
ま
で
に
結
論
が

出
な
か
っ
た
場
合
、
４
月

以
降
の
運
営
は
ど
う
な
る

の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

今
の
指
定
管
理
者
と
の
契

約
期
間
は
３
月
末
で
切
れ

る
た
め
、
自
動
的
に
４
月

１
日
か
ら
は
市
の
直
営
に

な
る
。
市
と
し
て
は
、
速

や
か
に
次
の
指
定
管
理
者

に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
す
ぐ
に
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
管
理
し
て
い

き
た
い
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会

一
致
で
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

産業建設委員会

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　
こ
の
議
案
は
、
令
和
５

年
２
月
１
日
に
公
布
さ
れ

た
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
の
見
直
し
に
関
す
る

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
等
の
支
給
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
に
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
、
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
の
額
を
40
万
８

千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛

金
を
含
む
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
総
額
に
つ
い
て

は
、
42
万
円
か
ら
50
万
円

と
な
る
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
金
額
的
に

は
８
万
円
増
の
改
正
で
あ

る
が
、
飯
塚
医
療
圏
域
内

に
お
け
る
平
均
的
な
出
産

費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
と

の
質
問
に
対
し
、
普
通
分

娩
の
場
合
、
平
均
的
な
出

産
費
用
は
47
万
円
程
度
で

あ
る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

※

　
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

　
本
会
議
で
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

民生文教委員会
委員
中嶋　時夫

委員長
出水　貴之

委員
藤　伸一

委員
畠中　博文

委員長
北冨　敬三

副委員長
田上　孝樹

副委員長
豊田　一元

委員
坂口　政義

委員
吉永　雪男

車いす対応バス購入審査請求で継続審査に

出産一時金8万円増額

委員
岩永　利勝

▲日野ポンチョ（日野自動車公式ホームページより引用）
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議案の結果一覧（3月定例会）
〇…全会一致　△…賛成多数　▼…賛成少数　※…討論あり
各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

議案 第２号
　〃  第３号
　〃  第４号
　〃  第５号
　〃  第18号
　〃  第19号

個人情報保護法施行条例
情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例
職員の特別職の給与等に関する支給条例の一部を改正する条例
税条例等の一部を改正する条例
物品購入契約の締結（市バス車両購入）
定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書

〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決

議案 第20号
　〃  第21号
　〃  第22号
　〃  第23号
　〃  第24号
　〃  第25号
　〃  第26号
　〃  第27号
　〃  第28号
　〃  第29号
　〃  第30号

諮問 第１号
　〃  第２号
報告 第１号
　〃  第２号

令和４年度一般会計補正予算（第１０号）
令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和４年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
令和５年度一般会計予算
令和５年度国民健康保険事業特別会計予算
令和５年度後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
令和５年度介護保険事業特別会計予算
令和５年度水道事業会計予算

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
専決処分事項の報告（交通事故に係る損害賠償の額を定めること）
専決処分事項の報告（市営住宅明渡し等に係る訴えの提起 専決５件）

〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決

※〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決

〇 同　意
〇 同　意
〇 承　認
〇 承　認

議案 第６号

　〃  第９号
　〃  第10号
　〃  第11号
　〃  第13号

議案 第12号

　〃  第14号

　〃  第17号

　〃  第７号

　〃  第８号

国民健康保険条例の一部を改正する条例
重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例
織田廣喜美術館条例の一部を改正する条例

市営住宅条例の一部を改正する条例

キャンプ村の指定管理者の指定

子ども・子育て支援会議条例及び特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

水道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例

〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決

〇 可　決

〇 可　決

※〇継続審査

〇 可　決

〇 可　決

〇 可　決

民生文教委員会

産業建設委員会

総務財政委員会

予算特別委員会

その他

一般会計補正の主なもの
（歳入）

３月補正予算

（歳出）

◆義務教育学校費補助金
◆社会福祉施設整備事業債

8,364万円
4,930万円

◆新型コロナウイルス
　　　　　ワクチン接種事業
◆小学校総務管理費

※千円未満切捨て

5,490万円
4,918万円

△1億 9,391万円

△6,526万円

△1,428万円

△1,115万円

△766万円

0万円

310億 2,458万円

51億 5,318万円

57億 8,087万円

6億 4,933万円

3,651万円

 6億 9,008万円
5億 4,872万円

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

住 宅 新 築 資 金会計

総　額

総　額

総　額

総　額

総　額

水 道 事 業 会 計

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

後期高齢者医療特別会計

 438億 8,329万円６ 会 計 総 額
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議案の結果一覧（3月定例会）
〇…全会一致　△…賛成多数　▼…賛成少数　※…討論あり
各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

議案 第２号
　〃  第３号
　〃  第４号
　〃  第５号
　〃  第18号
　〃  第19号

個人情報保護法施行条例
情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例
職員の特別職の給与等に関する支給条例の一部を改正する条例
税条例等の一部を改正する条例
物品購入契約の締結（市バス車両購入）
定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書

〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決

議案 第20号
　〃  第21号
　〃  第22号
　〃  第23号
　〃  第24号
　〃  第25号
　〃  第26号
　〃  第27号
　〃  第28号
　〃  第29号
　〃  第30号

諮問 第１号
　〃  第２号
報告 第１号
　〃  第２号

令和４年度一般会計補正予算（第１０号）
令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
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令和４年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
令和５年度一般会計予算
令和５年度国民健康保険事業特別会計予算
令和５年度後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
令和５年度介護保険事業特別会計予算
令和５年度水道事業会計予算

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
専決処分事項の報告（交通事故に係る損害賠償の額を定めること）
専決処分事項の報告（市営住宅明渡し等に係る訴えの提起 専決５件）

〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決

※〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決
〇 可 決

〇 同　意
〇 同　意
〇 承　認
〇 承　認

議案 第６号

　〃  第９号
　〃  第10号
　〃  第11号
　〃  第13号

議案 第12号

　〃  第14号

　〃  第17号

　〃  第７号

　〃  第８号

国民健康保険条例の一部を改正する条例
重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例
織田廣喜美術館条例の一部を改正する条例

市営住宅条例の一部を改正する条例

キャンプ村の指定管理者の指定

子ども・子育て支援会議条例及び特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

水道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例

〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決
〇 可　決

〇 可　決

〇 可　決

※〇継続審査

〇 可　決

〇 可　決

〇 可　決

民生文教委員会

産業建設委員会

総務財政委員会

予算特別委員会

その他

一般会計補正の主なもの
（歳入）

３月補正予算

（歳出）

◆義務教育学校費補助金
◆社会福祉施設整備事業債

8,364万円
4,930万円

◆新型コロナウイルス
　　　　　ワクチン接種事業
◆小学校総務管理費

※千円未満切捨て

5,490万円
4,918万円

△1億 9,391万円

△6,526万円

△1,428万円

△1,115万円

△766万円

0万円

310億 2,458万円

51億 5,318万円

57億 8,087万円

6億 4,933万円

3,651万円

 6億 9,008万円
5億 4,872万円

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

住 宅 新 築 資 金会計

総　額

総　額

総　額

総　額

総　額

水 道 事 業 会 計

収 益 的 支 出
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 438億 8,329万円６ 会 計 総 額
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人
権
擁
護
委
員

※

全
会
一
致
・
同
意

人権擁護委員が決定

　令和５年４月13日に開催された臨時議会において、学校建設に関する調査特別委員会
（百条委員会）の委員長より調査を終了とする旨の報告が行われました。

 再発防止の観点から、業者選定方法並びに選定結果の公表等に関して透明性と
客観性を確保するため、下記の事項に関して改善を強く求めるものである。

❶ 選考委員の選任規定を設けること❶ 選考委員の選任規定を設けること

❷ 入札参加申込者が１者のみとなる場合を回避すること❷ 入札参加申込者が１者のみとなる場合を回避すること

❸ プロポーザル方式による選考基準を整備すること❸ プロポーザル方式による選考基準を整備すること

❹ プロポーザル方式契約事務運用ガイドライン及び規定の客観性を確保すること❹ プロポーザル方式契約事務運用ガイドライン及び規定の客観性を確保すること

❺ 情報公開の改善を求める❺ 情報公開の改善を求める

❻ アンケート調査の回答から次のように改善を求める❻ アンケート調査の回答から次のように改善を求める

❼ 今回の事業において、客観的な評価・検証を求める❼ 今回の事業において、客観的な評価・検証を求める

長期にわたって調査を行い、最善を尽くしましたが、百条委員会の調査権の
限界もあり、これで本特別委員会の調査を終了することといたします。

プロポーザル方式契約事務運用ガイドラインにおいて委員を選任する場合、誰がどのように選出を
するかの規定がなく、明確な規定を設けるべき。

プロポーザル方式における業者選定において、選定業者が１者のみになった場合は競争の原理を
保つためにも再公募することに見直すべき。

プロポーザル方式契約事務運用ガイドラインと併せてプロポーザル契約に関する規定を新たに
整備し、その対象、選考基準、選定委員会の構成、選考委員選任及び結果の公表等について明確
にし、運用していくべき。

より客観的で公平な結果となるように、実施の基準（審査方法・採点方法等）についても、あらかじめ
大まかな枠組みを定めておくのが望ましい。事後にプロポーザル方式契約事務運用ガイドラインが
設けられているが、更なる改善を求める。

委員名はアルファベット表記、業者名も伏せたままで審査したとのことであるので、具体的な採点
内容を情報公開しても問題が生じるとは考えられない。情報公開の更なる改善が必要である。

業者の目標設定の妥当性や根拠を厳密に採点すべき。また、契約不履行によるペナルティ算定額が
妥当か検証すべき。かつ、顔が見えない形で審査（完全書面、メールでの質疑応答など）が必要。

今回の義務教育学校施設整備事業における、計画立案とデザインビルド方式かつプロポーザル方式に
よる業者選定の妥当性について客観的な評価・検証を求める。
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▲稲築西義務教育学校

▲碓井義務教育学校 ▲稲築東義務教育学校

令和５年４月

義務教育学校開校
稲築西・稲築東・碓井

　令和５年３月９日に開催された
第17回学校施設整備に関する調査
特別委員会において、義務教育学校
３校の現地視察を行いました。

百条委員会 終了へ

総 括
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人権擁護委員が決定

　令和５年４月13日に開催された臨時議会において、学校建設に関する調査特別委員会
（百条委員会）の委員長より調査を終了とする旨の報告が行われました。

 再発防止の観点から、業者選定方法並びに選定結果の公表等に関して透明性と
客観性を確保するため、下記の事項に関して改善を強く求めるものである。

❶ 選考委員の選任規定を設けること❶ 選考委員の選任規定を設けること

❷ 入札参加申込者が１者のみとなる場合を回避すること❷ 入札参加申込者が１者のみとなる場合を回避すること

❸ プロポーザル方式による選考基準を整備すること❸ プロポーザル方式による選考基準を整備すること

❹ プロポーザル方式契約事務運用ガイドライン及び規定の客観性を確保すること❹ プロポーザル方式契約事務運用ガイドライン及び規定の客観性を確保すること

❺ 情報公開の改善を求める❺ 情報公開の改善を求める

❻ アンケート調査の回答から次のように改善を求める❻ アンケート調査の回答から次のように改善を求める

❼ 今回の事業において、客観的な評価・検証を求める❼ 今回の事業において、客観的な評価・検証を求める

長期にわたって調査を行い、最善を尽くしましたが、百条委員会の調査権の
限界もあり、これで本特別委員会の調査を終了することといたします。

プロポーザル方式契約事務運用ガイドラインにおいて委員を選任する場合、誰がどのように選出を
するかの規定がなく、明確な規定を設けるべき。

プロポーザル方式における業者選定において、選定業者が１者のみになった場合は競争の原理を
保つためにも再公募することに見直すべき。

プロポーザル方式契約事務運用ガイドラインと併せてプロポーザル契約に関する規定を新たに
整備し、その対象、選考基準、選定委員会の構成、選考委員選任及び結果の公表等について明確
にし、運用していくべき。

より客観的で公平な結果となるように、実施の基準（審査方法・採点方法等）についても、あらかじめ
大まかな枠組みを定めておくのが望ましい。事後にプロポーザル方式契約事務運用ガイドラインが
設けられているが、更なる改善を求める。

委員名はアルファベット表記、業者名も伏せたままで審査したとのことであるので、具体的な採点
内容を情報公開しても問題が生じるとは考えられない。情報公開の更なる改善が必要である。

業者の目標設定の妥当性や根拠を厳密に採点すべき。また、契約不履行によるペナルティ算定額が
妥当か検証すべき。かつ、顔が見えない形で審査（完全書面、メールでの質疑応答など）が必要。

今回の義務教育学校施設整備事業における、計画立案とデザインビルド方式かつプロポーザル方式に
よる業者選定の妥当性について客観的な評価・検証を求める。
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令和５年４月

義務教育学校開校
稲築西・稲築東・碓井

　令和５年３月９日に開催された
第17回学校施設整備に関する調査
特別委員会において、義務教育学校
３校の現地視察を行いました。

百条委員会 終了へ
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紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

いっぱん質問いっぱん質問

子ども基本条例制定は ……… P.12中学校の校則見直しについて … P.12

畠中　博文　議員 田中　義幸　議員

令和５年６月定例会より

嘉麻市議会　YouTube

https://www.youtube.com/@kamashigikai

チャンネル登
録

お願いします
！

YouTube
ライブ配信スタート！

　嘉麻市議会では、市民の皆さまに開かれた議会を目指し、また

議会への理解と関心を高めていただくことを目的として、

YouTubeにおける映像配信を開始いたします。

　インターネット接続環境があれば、どなたでも

無料でご覧いただけます。

インターネット回線の状況やYouTubeのメンテナンス、その他視聴者側のパソコン環境等

により、映像や音声が途切れる、または停止するなど正常に視聴できないことがあります。

インターネット放送は、会議録としては取り扱いません。

配信後の映像は「ライブ」のタブよりアーカイブがご覧いただけます。

（令和５年３月定例会においてテスト配信を行いました。）

配信の著作権は本市議会に帰属します。 配信している映像や内容を許可なく他のウェブ

サイトなどに転載しないでください。 著作権法で許容された範囲内で複製する場合でも、

目的外に利用したり内容を改変したりしないでください。

≪特記事項≫
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紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

いっぱん質問いっぱん質問

子ども基本条例制定は ……… P.12中学校の校則見直しについて … P.12

畠中　博文　議員 田中　義幸　議員

令和５年６月定例会より

嘉麻市議会　YouTube

https://www.youtube.com/@kamashigikai

チャンネル登
録

お願いします
！

YouTube
ライブ配信スタート！

　嘉麻市議会では、市民の皆さまに開かれた議会を目指し、また

議会への理解と関心を高めていただくことを目的として、

YouTubeにおける映像配信を開始いたします。

　インターネット接続環境があれば、どなたでも

無料でご覧いただけます。

インターネット回線の状況やYouTubeのメンテナンス、その他視聴者側のパソコン環境等

により、映像や音声が途切れる、または停止するなど正常に視聴できないことがあります。

インターネット放送は、会議録としては取り扱いません。

配信後の映像は「ライブ」のタブよりアーカイブがご覧いただけます。

（令和５年３月定例会においてテスト配信を行いました。）

配信の著作権は本市議会に帰属します。 配信している映像や内容を許可なく他のウェブ

サイトなどに転載しないでください。 著作権法で許容された範囲内で複製する場合でも、

目的外に利用したり内容を改変したりしないでください。

≪特記事項≫
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中学校の校則見直しに
ついて

校則検討委員会等で議論を
進める

問

答

質 

小
中
学
校
の
通
学
路
の

安
全
点
検
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

芳
野
学
校
教
育
課
長 

年

に
一
回
、
推
進
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
優

先
順
位
を
決
め
、
危
険
性

箇
所
の
高
い
順
に
対
策
を

検
討
し
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

質 

小
中
学
校
に
お
け
る

『
置
き
勉
』
に
対
す
る
考

え
方
は
。

学
校
教
育
課
長
　
教
科
書

や
他
教
材
等
の
う
ち
、
何

を
持

ち
帰

ら
せ
る
の
か
、

何
を
学
校
に
置
く
こ
と
に

す
る
か
に
つ
い
て
、
検
討

す
る
よ
う
に
各
学
校
に
指

示
し
て
い
る
。

質
　
各
中
学
校
の
自
転
車

通
学
の
基
準
は
。

学
校
教
育
課
長
　
稲
築
・

嘉
穂
中
学
校
は
距
離
制
限

な
し
で
許
可
し
て
い
る
。
山

田
中
学
校
は
令
和
５
年
よ

り
距
離
制
限
な
し
（
部
活

動
生
徒
は
１
㎞
以
上
）
。
碓

井
・
稲
築
東
中
は
、
校
区
が

比
較
的
狭
い
と
い
う
理
由

で
認
め
て
い
な
い
。

質
　
碓
井
・
稲
築
東
中
校
区

で
一
番
遠
い
箇
所
で
何
㎞

あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
下
臼
井

地
区
が
約
３
㎞
で
徒
歩
４０

分
。
稲
築
東
中
は
、
白
門

地
区
が
約
３
㎞
で
徒
歩
約

４０
分
程
度
だ
。

質
　
生
徒
・
保
護
者
・
学
校

関
係
者
と
自
転
車
通
学
許

可
の
た
め
の
会
議
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

木
本
教
育
長
　
各
学
校
と

連
携
し
自
転
車
通
学
に
つ

い
て
、
必
要
な
見
直
し
を
図

っ
て
い
く
。

質
　
中
学
校
の
校
則
に
お

け
る『
合
理
的
説
明
が
で
き

な
い
校
則
』
と
は
。

学
校
教
育
課
長
　
そ
の
決

ま
り
が
な
ぜ
作
ら
れ
た
の

か
、
生
徒
が
そ
の
意
義
を

十
分
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
生
徒
の
人
権
を
侵

害
し
た
り
す
る
も
の
だ
。

質
　
中
学
校
の
頭
髪
規
則

の
中
で
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
や

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
と
言
っ
た
髪

型
は
な
ぜ
禁
止
さ
れ
て
い

る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
現
状
５

中
学
校
で
禁
止
し
て
い
る
。

今
現
在
は
、
具
体
的
見
直

し
等
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
校
則
検
討
委
員
会

等
を
設
け
、
生
徒
・
保
護

者
・
学
校
関
係
者
と
議
論

を
進
め
て
い
く
。

質
　
２
０
２
１
年
12
月
議
会

で
子
ど
も
基
本
条
例
の
原

案
が
提
出
さ
れ
、
22
年
12

月
議
会
に
委
員
会
修
正
案

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
審

議
し
た
が
、
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
た
。
主
な
原
因

は
、
①
条
例
を
検
証
す
る

第
三
者
機
関
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
②
侵
害
さ

れ
た
子
ど
も
達
を
救
済
す

る
第
三
者
機
関
が
設
け
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

予
算
執
行
は
、
執
行
機
関

に
属
し
、
予
算
を
伴
う
第

三
者
機
関
設
置
は
で
き
な

か
っ
た
の
が
理
由
だ
。
し
か

し
、
今
ほ
ど
子
ど
も
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
時

代
は
な
い
。
子
ど
も
は
国

の
宝
で
あ
り
、
子
ど
も
を

国
民
全
体
で
健
全
に
育
て

て
い
く
た
め
、
多
く
の
自

治
体
で
は
子
ど
も
の
権
利

条
約
に
則
し
た
子
ど
も
基

本
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

昨

年

12
月

議

会
で
否

決

さ
れ
た
が
、
子
ど
も
基
本

条
例
を
制
定
す
べ
き
こ
と

は
全
議
員
の
共
通
認
識
で

あ
る
。
こ
の
基
本
条
例
を

制
定
す
る
気
は
あ
る
か
。

赤
間
市
長
　
提
案
す
る
意

志
は
な
い
。

工
事
手
順
に
関
す
る
件

質
　
漆
生
東
交
差
点
付
近

の
工
事
現
場
で
、
重
機
が

市
道
を
塞
ぎ
工
事
を
し
て

い
た
。
誘
導
す
る
ガ
ー
ド
マ

ン
や
工
事
中
で
あ
る
案
内

板
あ
る
い
は
迂
回
路
を
示

す
表
示
が
な
く
、
こ
の
道

路
を
使
用
す
る
人
は
や
む

な
く
引
き
返
し
て
い
た
。
こ

の
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

井
桁
土
木
課
長
　
工
事
の

際
、
市
道
を
使
用
す
る
場
合

は
、
警
察
署
の
許
可
を
受
け
、

所
定
の
位
置
に
工
事
中
を

示
す
表
示
、
あ
る
い
は
誘
導

す
る
人
を
配
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
　
今
後
ど
う
す
る
。

課
長
　
適
切
に
指
導
す
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

質
　
市
を
宣
伝
す
る
た
め
、

鎌
田
ヶ
原
悲
恋
物
語
や
正

人
ど
ん
の
一
鍬
堀
り
物
語

な
ど
の
民
話
を
使
っ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
製
作

し
た
ら
ど
う
か
。

末
永
生
涯
学
習
課
長
　
市

を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
は

あ
る
。
取
り
組
み
た
い
が

予
算
を
伴
う
た
め
、
検
討

し
た
い
。

いっぱん質問いっぱん質問

子ども基本条例制定は

提案する意志はない

問

答

畠中　博文　議員畠中　博文　議員 田中　義幸　議員田中　義幸　議員

表紙：琴平公園の桜並木表紙：琴平公園の桜並木

■発行責任者/嘉麻市議会議長　　■編集/嘉麻市議会広報編集特別委員会　☎:0948(42)7406　FAX :0948(42)7099　■印刷/（有）松岡オフセット印刷■発行責任者/嘉麻市議会議長　　■編集/嘉麻市議会広報編集特別委員会　☎:0948(42)7406　FAX :0948(42)7099　■印刷/（有）松岡オフセット印刷

議会だより
Gikaidayori KamashiGikaidayori Kamashi

No.68 令和5年 5月1日No.68 令和5年 5月1日


